
下.』

零
－
１

|剛

可

あ
じ
さ
い
、
蘭
、
ば
ら
の
花
、

タ
ン
ポ
ポ
、
ツ
ク
シ
な
ど
、
四
季

の
花
々
が
、
野
の
花
た
ち
が
話
し

か
け
る
〃
イ
ン
テ
リ
ア
フ
ラ
ワ
ー

リ
ン
グ
な
が
は
ま
研
究
会
〃
の
元

町
教
室
の
造
花
展
。

ど
の
花
も
、
心
こ
も
っ
た
手
づ

く
り
の
美
し
さ
が
、
色
に
も
形
に

も
表
わ
れ
て
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
る
。

生
き
て
い
る
。

主
宰
の
長
浜
律
子
さ
ん
〈
神

戸
市
灘
区
備
後
町
ニ
ノ
ー
ノ
ニ
〉

は
、
絵
画
か
ら
こ
の
道
に
入
り
東

京
で
三
岸
陽
子
さ
ん
（
画
家
節
子

さ
ん
の
長
女
）
に
師
事
。
四
十
三

年
帰
神
し
て
、
神
戸
、
芦
屋
、
西

宮
に
次
ぎ
次
ぎ
と
教
室
を
開
き
、

な
が
は
ま
式
染
色
法
で
、
生
き
生

き
と
し
た
花
々
を
創
り
出
し
て
い

る
。

〃
暮
し
の
中
に
生
き
づ
く
花
を
〃

と
い
う
長
浜
さ
ん
は
、
明
る
い
モ

ダ
ン
な
神
戸
っ
子
ミ
セ
ス
。
お
弟

子
さ
ん
達
も
、
長
浜
さ
ん
を
中
心

に
意
欲
的
な
花
づ
く
り
の
輪
を
つ

く
っ
て
楽
し
げ
だ
。

一
身
●
一
”

一
一
隻
》

Ａ

写
真
前
列
左
よ
り
中
山
玲
子
・

神
林
言
衣
・
元
木
正
子
・
田
中
瑞

技
・
中
列
左
よ
り
木
村
貞
子
・
真

木
真
佐
子
・
戸
奈
久
乃
，
清
川
和

代
・
長
浜
律
子
・
生
駒
紀
美
・
丸

井
和
子
、
後
列
左
よ
り
普
家
祥
枝
．

田
中
繁
代
・
永
松
道
子
・
木
山
純

子
・
石
崎
恵
子
・
平
松
治
子
の
皆

さ
ん
（
元
町
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル
あ

じ
さ
い
に
て
）

今
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晶私

~ 井王さんと安瀧きんが紹介される

鑓 緯戸まつりの歌と踊り発蕊会
主催・神戸市民祭快会 唄

と
踊
り
が
決
っ
た
よ
ノ
．

神
戸
ま
つ
り
の

●
コ
ウ
ベ
ス
ナ

一一や昂■，

ツ

蕊零田言

酷

敦簿廷
、ノ.・

瀞

今
年
も
「
神
戸
ま
つ
り
」
が
五
月
二
十
日
、
二
十
一
日
に
や
っ
て
く

る
が
、
早
く
も
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
る
「
神
戸
ま
つ
り
音
頭
」
（
作
詞

／
井
上
美
恵
子
・
作
曲
／
中
村
茂
隆
）
と
『
ラ
ッ
パ
ラ
ラ
ラ
ラ
神
戸
」

（
作
詞
／
安
藤
勝
之
・
作
曲
／
小
曽
根
実
）
の
唄
と
踊
り
と
、
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
（
デ
ザ
イ
ン
井
戸
千
賀
子
）
が
決
定
。
二
月
二
日
国
際
会
館

で
は
は
な
や
か
に
ご
披
露
さ
れ
、
い
ず
れ
も
、
〃
愉
快
で
親
し
み
や
す
い
〃

と
好
評
。
幸
先
よ
い
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。

星
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。
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ｌ
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詞詞

ノ

神戸ダイヤモンドシリーズ

花と宝石< 2 ＞

脚■
l 稲
脚■
l 稲替蔽

と

南洋真珠

ｰ

一参至言童

ゴ

ロ

雄

一
司
翻

黄色い蓄蔽の花びら

高貴な香り……

南洋真珠の輝きが

女らしさをそえて

１蚕
．
●
●
２
霞
爵
衝
，
‐

１蚕
．
●
●
２
霞
爵
衝
，
‐０ ｆｆ

神戸ダｲ ﾔ ﾓ ﾝ Ｆ
I ベＯＢＥＤＩＡＭＯＮＤ

モデル・岡田由利くＫ・Ｆ. Ｇ〉

Ｎ
弟
ｌ
Ｔ
ンヤ

幽
塵
匡

録
コ
コ

トアロード

■■■！
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．元
町
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神戸で育った欧風家具

永田良介商店
神戸大丸前店T E L 神戸( 3 9 1 ) 3 7 3 7 ／エ場神戸木エセンターT E L O 7 8 ( 7 0 6 ) 5 9 1 3

束京店・東急百貨店一日本橋店内６階T E L O 3 ( 2 1 1 ）0 5 1 1 本店( 渋谷）７ＦＴＥＬＯ３( 4 6 2 ) 3 1 8 0

高級茶睦

あじ三『い
神戸・元日､ 本通１丁目( 元町ファーストピル２Ｆ）ＴＥＬ３３１－１７１２．１７２０

< あじさいの店内インテリアは永田良介商店の設計施工です＞
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ワラワー国一Ｋの春《カリーナ》は１周篤を迎えまじ海。蕊－ナ

C ＡＦＥ

神戸市役所花時計前明治生命ピル地下１階
☆カフェオーレ・ティーオーレ・ウインナコーヒ￥2 0 0
（フランス風ミルクコーヒ) ( カリーナ風ミルクテイ）

ＰＨＯＮＥ( 0 7 8 ) 2 2 1 - 0 0 4 5Ａ.Ｍ９：0 0 - P ･Ｍ８:００
☆スペッシャルカリーナランチ￥4 0 0 Ｐ. Ｍ１２: ００～２：００
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Ｆ１
神戸元町１丁目ＴＥＬ３３１－３ＩＩ２

東急百貨店渋谷店・日本橋店

P H O T O ／菊池満

音楽を愛するおしゃれ紳士
森輝彦さん〈丹平製薬K K 社長＞

若手社長さんの森さんは渋くて目
立たないおしゃれを楽しむ方。洋
服はほとんど , フネで仕立てていら
っしゃる。
学生時代からコンサートにも数多
く出場されたという２０年来のバイ
オリン歴は相当の腕まえのようだ。
今でも昔の仲間が集まって家庭コ
ンサートを開いて架しんてぎいらっ
しゃるとか。御主人と同様、モダ
ンで’美人の奥様もスア･ キでした。

蕊

一
』
」

函
一
一

一

』
？

世界のオシャレをおとどけず~ る

ク 弁
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下
川
常
雄

総
扉
縛
監
識
騨
難
〉

日
本
の
企
業
体
質
の

改
善
を

●
』
蕊
唾

雪
》

☆
わ
た
し
の
意
見

’
2７

且

経
済
同
友
会
と
は
、
時
代
に
即
応
し
た
、
あ
る
い
は
ま
た
、
時

代
を
創
り
出
す
施
策
を
思
考
し
、
こ
れ
を
企
業
の
中
に
具
現
し
て

ゆ
く
同
志
的
結
合
で
あ
る
、
と
私
は
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

私
が
こ
の
度
、
代
表
幹
事
を
引
き
受
け
ま
し
た
の
は
、
第
一
に

私
自
身
が
勉
強
す
る
た
め
と
、
第
二
に
、
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
の

必
要
性
を
感
じ
た
た
め
で
す
。
従
っ
て
今
後
神
戸
経
済
同
友
会
を

ど
の
方
向
に
進
め
て
ゆ
く
か
は
、
皆
さ
ん
と
相
談
し
て
決
め
て
ゆ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
毎
年
世
界
各
国
に
あ
る
ダ
ン
ロ
ッ
プ
の
会
社
を
訪
問
し
、

そ
の
会
社
の
逓
高
紳
部
と
ｎ
曲
な
、
遠
慮
の
な
い
会
談
を
続
け
て

お
り
ま
す
。
彼
等
は
ｎ
本
の
高
度
な
経
済
成
長
と
ｎ
本
製
品
の
異

常
な
進
出
に
対
し
て
、
初
め
は
驚
嘆
し
、
次
い
で
警
戒
し
、
最
近

で
は
敵
視
す
る
人
さ
え
出
て
お
り
ま
す
。

昨
年
末
の
多
国
間
の
平
価
調
整
の
時
、
Ⅱ
本
が
仙
界
各
国
か
ら

孤
立
し
て
大
幅
な
円
の
切
上
げ
を
強
い
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う

な
、
日
本
に
対
す
る
各
国
の
国
際
感
情
が
禍
い
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。

高
度
経
済
成
長
か
ら
激
減
し
た
日
本
の
厳
し
い
経
済
環
境
下
に

於
て
、
地
域
社
会
と
共
に
繁
栄
す
る
た
め
に
は
我
々
経
営
者
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
ま
た
変
動
す
る
世
界
経
済
に
対
応
し
、
激
し
い

競
争
に
打
ち
克
つ
た
め
に
は
我
々
の
企
業
体
質
を
ど
う
変
え
て
い

く
べ
き
か
等
は
、
私
が
こ
れ
か
ら
ぜ
ひ
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
検
討
し
て
い
る
日
中
国
交
正
常
化
や
関
西
新

国
際
空
港
、
公
害
問
題
等
、
ど
れ
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
真
剣
に

と
り
く
み
、
解
決
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。関

西
に
お
い
て
は
、
神
戸
の
国
際
性
、
大
阪
の
商
業
性
、
京
都

の
伝
統
文
化
、
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
も
つ
特
色
を
上
手
に
生

か
し
、
融
合
、
調
和
さ
せ
た
上
で
の
関
西
経
済
の
発
展
と
い
う
も

の
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

要
は
会
員
相
互
間
で
充
分
討
論
、
思
索
し
、
そ
し
て
得
た
結
論

を
勇
敢
に
実
践
に
移
し
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
が
私
の
念
願
で
す
。
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第
１
回
受
賞
者
発
表
〈
副
賞
各
部
門
拾
万
円
〉

郷
土
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
、
月
刊
「
神
戸
っ
子
」
は
、
こ
の
三
月
号
で
十
一
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
の
暖
か
い
ご
支
援
の
賜
と
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
神
戸
の
街
も
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
六
甲
埠
頭
の
建
設
と
、
国
際
港
都
へ
と
飛
躍
し
て
い
ま
す

が
、
一
方
、
七
○
年
代
は
人
間
尊
重
の
時
代
で
も
あ
り
、
こ
の
街
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
環
境
を
は
ぐ
く
む

こ
と
も
、
現
代
の
任
務
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

月
刊
「
神
戸
っ
子
」
で
は
、
神
戸
の
文
化
を
進
め
る
た
め
、
こ
の
機
会
に
「
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
」
（
青

い
海
）
を
設
定
し
、
国
際
的
に
、
全
国
的
に
あ
る
い
は
地
域
的
に
活
躍
す
る
文
化
人
の
顕
彰
の
場
を
ひ
ら

き
、
文
化
振
興
の
一
助
に
も
な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
幸
い
第
一
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
は
四
部
門
の

選
考
委
員
の
慎
重
な
討
議
の
中
か
ら
四
人
の
受
蛍
者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
の
方
々
も
、
こ
れ
を
機
》

に
一
胴
の
ご
活
雌
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

な
お
、
副
賞
に
は
、
地
元
ス
ポ
ン
サ
ー
の
ご
協
力
に
よ
り
器
部
門
受
賞
者
拾
万
円
が
授
与
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
地
域
社
会
の
中
か
ら
世
界
に
通
じ
る
文
化
を
育
み

た
く
、
今
後
の
ご
後
援
を
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

☆
月
刊
「
神
戸
っ
子
」
Ⅱ
周
年
記
念

学
部
門

r

音 文

選
考

委
団

中
村
隆
へ
詩
人
〉

ブ
ル
ー
・
メ
ー
ル
賞

楽
部
門

竹
中
郁
・
小
林
武
雄
・
赤
尾
兜
子

現
代
は
、
熱
し
た
現
実
と
い
う
も
の
を
冷
た
く
見
つ

め
、
級
密
に
、
て
い
ね
い
な
心
で
対
象
を
歌
う
作
業
が

一
番
要
求
さ
れ
て
い
る
。
詩
人
が
次
の
新
し
い
言
葉
を

さ
が
す
の
に
、
お
よ
び
腰
に
な
っ
て
い
る
時
、
彼
の
詩

は
現
実
の
中
で
し
っ
か
り
と
腰
を
す
え
た
詩
で
高
く
評

価
さ
れ
て
よ
い
。
特
に
詩
集
「
金
物
店
に
て
」
を
賞
の

対
象
と
し
推
選
し
た
い
。

田
原
冨
子

〈
ピ
ア
ニ
ス
ト
〉

霊
吉
村
一
夫
。
柴
田
仁
・
小
石
忠
男

昨
年
一
年
、
神
爪
市
民
劇
場
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
等
ス
テ
ー
ジ
。
放
送
に
、

丁
他
に
例
の
な
い
ほ
ど
非
常
に
活
躍
し
た
。

現
代
音
楽
で
磨
か
れ
た
鋭
い
セ
ン
ス
を
生
か
し
た
、

〉
新
感
覚
の
表
現
を
期
待
し
た
い
し
、
基
礎
的
能
力
の
で

き
て
い
る
人
だ
け
に
充
分
期
待
で
き
る
と
思
う
。

１
２８
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鴎
…
蝿
酔

☆
副
賞
協
力

会
社
ご
紹
介

１
２９

１

株
式
会
社
そ
ご
う
神
戸
店

株
式
会
社
大
丸
神
戸
店

バ
ン
ド
ー
化
学
株
式
会
社

神
栄
株
式
会
社

角
南
商
事
株
式
会
社

沼
叫
雨
。
佐
野
漣
箕

歌
舞
伎
座
で
の
〃
駕
奴
″
花
柳
芳
次
郎
リ
サ
イ
タ
ル

で
の
〃
河
〃
三
つ
桜
会
で
の
〃
菊
〃
共
同
募
金
で
の
〃
お

七
″
神
戸
創
作
郷
剛
の
会
で
の
〃
述
獅
子
″
〃
炎
の
詩
〃

芳
恵
一
子
リ
サ
イ
タ
ル
で
の
〃
女
三
題
″
創
作
邦
楽
無

踊
の
会
で
の
〃
身
替
座
禅
″
な
ど
、
そ
の
体
当
り
に
も

等
し
い
行
動
力
を
見
せ
た
新
作
へ
の
意
欲
と
、
古
典
舞

蹄
の
確
か
な
技
で
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
舞
台
を
み
せ
た
。

美芸

識
赤
根
和
生
・
伊
藤
誠
・
高
橋
亨

と
腰
を
す
え
て
い
る
。
作
品
面
で
も
、
シ
ャ
ー
プ
な
一

当
た
り
の
い
い
人
柄
の
奥
に
不
敵
な
も
の
が
ド
ッ
カ

珪
雷
恥
健
御
呼
神
州
》
》
誠
健
誕
砕
》
姓
》
》
》
岬
鍾
諏

門

懲
騨
鵜
鑑

能
部

術
部
門蕊

八
ア
イ
ウ
エ
オ
順
・
二
月
二
○
日
迄
に
ご
承
諾
い
た
だ
い
た
会
社
で
す
Ｖ

花
柳
芳
恵
一
子

へ
邦
郷
家
〉

田

牧
生

〈
彫
刻
家
〉

Ｉ

選
考

委
員

★
選
汚
に
つ
い
て
の
各
部
門
座
談
会
を
本
誌
四
三
頁
よ
り
掲
戦
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

＃
鯵石

野
証
券
株
式
会
社

ウ
シ
オ
エ
業
株
式
会
社

川
崎
重
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
神
戸
銀
行

株
式
会
社
神
戸
製
鋼
所
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永久に正確な時を刻むジラ→ﾚ ・

ペルゴーら香り高い芸術の気品

をしのばせるデヂイン6 世界に誇る

スイス時計の逸品ですも

3０

美
し
い
時
斗
即
ぜ
っ

36;0 0 0角N d 9 0 B I ステンＰス側

皿RD･PER皿’

ス
イ
ス
で
１
７
９
１
年
か
ら
…
…

元町店･ 元町三丁目 T E L 3 3 I - l 7 9 8

三宮店･ さんちかファンシー･ タウンT E L 3 3 I - 8 7 9 8

溌
騨
津
鵡

開
閣
潮
咽
劉
銅
・
詩
藍
禰
舞
砿
諜
奄
霧
静
弾
部
両
翼
樽
悶
悶
驚
悪
維
輯
撞
蝿
翻
湖
朝
咽
鍔
鰯
麹

；
碑
剛
髄
弼

特 約店

③美＄H濡+ 店

グ〃や‐ヴ〃〃『』

ま
し
た
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これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやきしぃ道しるべ
これは神戸っ子の手帖です。

３月号目次
１小畷良平（部分）
４ＳＥＣＯＮＤＣＯＶＥＲ／私は外へ出て見た‐中西勝
５第１回プルーメール賞（芸能部門）』／花柳芳恵一子
７第１回ブルーメール賞（文学部門）／中村陸
９第１回プルーメール賞（音楽部門）／四原富子
1 １第１回ブルーメール賞（美術部門〉／山口牧生
1 ３１や戸っ子' 7 2 ／森本歴代・草野旦
1 ７ある集い／インテリヤフラヮリングながI 華胡究会
1 ９コウベスナップ／神戸まつりのテーマソングj 夫る
2 ７わたしの意見／下川常雄
2 ８神戸っ子1 1 周年記子含／第１回ブルー〆一ル賞受賞者発表
3 １随想／良平叔父の想い出①飯塚､ 氏之／フリーキー・四雄其理子／かかる日もあ
3 ６れんさい随想③京京→神戸引越騒動／筒井犀隆
3 ８随想／東京地方人の神戸退屈日記／矢崎騒久
4 ３神戸っ子 1 1 周年記念ブルーメール賞選考座談会

文学部門／竹中郁・小林武雄・赤尾兜子、
4 ６美術部門／赤松和生・伊原賊・商橋亭
5 １音楽部門／吉村一夫・柴田仁・小石忠男
５４芸能部門／沼 4 4 両・佐野漣箕
5 ９経崇テポケットジャーナル・ＫＯＢＥオフィスレデ㎡
6 ０神戸のアーバンデザイン／水谷頴介十チームＵＲ

神戸のモダーンリビング／水谷頴介÷チームＵＲ
６２技術ジャーナル／諸岡博熊
6 ６神戸遊鯉誌、ラグビー< ３＞青木重雄
6 ８世界の福祉ルポ( １２) ／奇諏め町ルルドー橋本明
7 ｏ動物園飼育日記（３）飼い方シリーズ／ライオン・血井一成
7 ８ポエム＝ラージユ③女の世界／詩・多田智満子・コラージュ・石阪春生
ＢＯＫＮＩＴＫＮＩＴＫＯＢＥ< m a r c h l
9 0 L o v e I y W e e k e n d ･
9 ７北神戸を行く < ３＞有野団地／黒部享
1 o ３山陽新幹線剛通妃念座談会

川那辺徳治郎・岡田茂．角南猛夫・上島達司
1 ＯＢ；定氏立見席③淀川長治
1 ｍコラージュ＝ミックス（３）岡田淳
1 1 2 神戸の集いから
1 i ５ＴａＩｋｃｆＫｏｂｅく３＞え．才夏忠
1 1 8 レンタカーア〆リカの旅②竹内雅道
1 2 0 Ｇ虚e n A p p l G ' s p a g e
l 2 2 ぴっといん
1 2 5 神戸百７苫会だより
1 2 6 ポケットジャーナル・花時計
ＩＳ３風裕凶学入門③向井修二
1 3 4 連載小脱ぐ2 3 ＞キリシタンの墓〆小山牧子・え・5 百阪著: 生
1 3 8 連載小鋭< 2 6 ＞曲線ハイウェイ／武田繁大郎一え・横塚蕪
1 5 0 ＡＮＧＬＥＫＯＢＥ< ３＞離宮公園／一ノ瀬元子
１５２海・船・港／アフリカ・ウガンダ号を訪ねて
カツ 1 , ／岡田淳力〆 ﾗ ／米田定蔵 ･ 藤原 ｲ 呆之

り善、油谷広

唾１．８

匡．［二コＬ
、
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